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３　
月　
か　
ら　
あ　
わ　
た　
だ　
し　
い　
動　
き　
を　
見　
せ　

た　
英　
ロ　
ー　
バ　
ー　
売　
却　
劇　
は　
ひ　
と　
ま　
ず　
落　
ち　

着　
い　
た　
。　
新　
型　
ミ　
ニ　
を　
の　
ぞ　
く　
ロ　
ー　
バ　
ー　

の　
乗　
用　
車　
部　
門　
は　
ロ　
ー　
バ　
ー　
元　
社　
長　
の　
ジ　

ョ　
ン　
・　
タ　
ワ　
ー　
ズ　
氏　
率　
い　
る　
「　
フ　
ェ　
ニ　
ッ　

ク　
ス　
」　
グ　
ル　
ー　
プ　
へ　
、　
ラ　
ン　
ド　
ロ　
ー　
バ　
ー　

部　
門　
は　
フ　
ォ　
ー　
ド　
へ　
売　
却　
さ　
れ　
た　
。　
Ｂ　
Ｍ　

Ｗ　
が　
94
年　
に　
英　
ブ　
リ　
テ　
ィ　
ッ　
シ　
ュ　
・　
エ　
ア　

ロ　
ス　
ペ　
ー　
ス　
（　
現　
Ｂ　
Ａ　
Ｅ　
シ　
ス　
テ　
ム　
ズ　
）　

と　
本　
田　
技　
研　
工　
業　
が　
保　
有　
し　
て　
い　
た　
ロ　
ー　

バ　
ー　
株　
式　
を　
約　
１　
７　
０　
０　
億　
円　
で　
買　
収　
し　

て　
か　
ら　
６　
年　
。　
同　
社　
の　
フ　
ル　
ラ　
イ　
ン　
戦　
略　

は　
膨　
大　
な　
売　
却　
損　
と　
と　
も　
に　
消　
え　
去　
っ　

た　
。　
と　
は　
言　
え　
、　
１　
日　
当　
た　
り　
最　
高　
で　
約　

３　
億　
４　
０　
０　
０　
万　
円　
も　
の　
赤　
字　
を　
垂　
れ　
流　

し　
て　
い　
た　
ロ　
ー　
バ　
ー　
事　
業　
を　
切　
り　
離　
し　
、　

Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
は　
ホ　
ッ　
と　
一　
息　
つ　
い　
て　
い　
る　
だ　
ろ　

う　
。　
し　
か　
し　
、　
全　
世　
界　
に　
点　
在　
す　
る　
ロ　
ー　

バ　
ー　
販　
売　
店　
と　
、　
ロ　
ー　
バ　
ー　
車　
オ　
ー　
ナ　
ー　

の　
不　
安　
は　
消　
え　
て　
い　
な　
い　
。　

６　
月　
末　
、　
東　
京　
・　
帝　
国　
ホ　
テ　
ル　
で　
Ｂ　
Ｍ　

Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
主　
催　
の　
ロ　
ー　
バ　
ー　
販　
売　
店　
ミ　

ー　
テ　
ィ　
ン　
グ　
が　
開　
か　
れ　
た　
。　
ミ　
ー　
テ　
ィ　
ン　

グ　
と　
い　
っ　
て　
も　
、　
年　
度　
方　
針　
や　
販　
売　
計　
画　

を　
通　
達　
す　
る　
通　
常　
の　
会　
議　
で　
は　
な　
く　
、　
出　

席　
資　
格　
も　
販　
売　
店　
の　
社　
長　
以　
上　
に　
限　
定　
さ　

れ　
た　
。　
要　
す　
る　
に　
、　
ロ　
ー　
バ　
ー　
事　
業　
の　
今　

後　
に　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
が　
ど　
う　
関　
わ　
る　
か　

に　
つ　
い　
て　
の　
説　
明　
会　
だ　
。　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　

ン　
は　
昨　
年　
秋　
に　
ロ　
ー　
バ　
ー　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
の　
輸　

入　
・　
卸　
売　
部　
門　
を　
吸　
収　
し　
、　
ロ　
ー　
バ　
ー　
車　

イ　
ン　
ポ　
ー　
タ　
ー　
と　
し　
て　
の　
役　
割　
も　
担　
っ　
て　

い　
る　
。　
３　
月　
に　
ロ　
ー　
バ　
ー　
売　
却　
が　
表　
面　
化　

し　
て　
以　
来　
、　
情　
報　
を　
求　
め　
る　
ロ　
ー　
バ　
ー　
販　

ス　
マ　
ー　
ト　
・　
オ　
ー　
ナ　
ー　
シ　
ッ　
プ　

で　
購　
入　
し　
た　
ロ　
ー　
バ　
ー　
車　
の　

引　
き　
取　
り　
拒　
否　
も　
あ　
り　
う　
る　
！　

世
界　
が　
驚　
い　
た　
売
却
劇　
か　
ら　
4  
カ　
月

販
売
店　
や　
消
費
者　
か　
ら　
は　
不
満
続
出　
だ　
が　

ど　
う　
し　
て　
も　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
は　

ロ　
ー　
バ　
ー　
を　
捨　
て　
る　
の　
か　
？　

X軸◎タテに延びるＹ軸。横に延びるＸ軸。
幅広いジャンルからクルマ関連の気にな
る話題を集めてお届けするのがこのコー
ナー、Ｘ軸です。

X流ニュース解説

売　
店　
に　
対　
し　
「　
我　
わ　
れ　
も　
わ　
か　
ら　
な　
い　
。　

親　
会　
社　
し　
だ　
い　
だ　
」　
と　
音　
無　
し　
の　
構　
え　
を　

見　
せ　
て　
き　
た　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
が　
初　
め　
て　

今　
後　
の　
見　
通　
し　
を　
明　
ら　
か　
に　
し　
た　
カ　
タ　
チ　

だ　
。　

「　
そ　
れ　
に　
し　
て　
も　
情　
報　
開　
示　
が　
遅　
す　
ぎ　

る　
。　
お　
客　
さ　
ん　
と　
接　
し　
て　
い　
る　
我　
わ　
れ　
の　

立　
場　
を　
わ　
か　
っ　
て　
い　
る　
の　
か　
」　
と　
イ　
ラ　
立　

つ　
ロ　
ー　
バ　
ー　
販　
売　
店　
幹　
部　
を　
前　
に　
、　
Ｂ　
Ｍ　

Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
サ　
イ　
ド　
は　
淡　
々　
と　
説　
明　
を　
続　

け　
た　
。　
そ　
れ　
に　
よ　
る　
と　
、　
乗　
用　
車　
系　
ロ　
ー　

バ　
ー　
車　
（　
ロ　
ー　
バ　
ー　
、　
Ｍ　
Ｇ　
、　
現　
行　
ミ　
ニ　
）　

に　
つ　
い　
て　
販　
売　
店　
と　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
の　

販　
売　
店　
契　
約　
は　
今　
年　
い　
っ　
ぱ　
い　
で　
解　
消　
。　

た　
だ　
、　
部　
品　
や　
整　
備　
情　
報　
の　
提　
供　
に　
つ　
い　

て　
は　
、　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
内　
部　
に　
プ　
ロ　
ジ　

ェ　
ク　
ト　
チ　
ー　
ム　
を　
結　
成　
し　
、　
同　
社　
が　
責　
任　

を　
持　
っ　
て　
継　
続　
す　
る　
と　
い　
う　
。　ち　
な　
み　
に　
、　

フ　
ォ　
ー　
ド　
に　
売　
却　
さ　
れ　
た　
ラ　
ン　
ド　
ロ　
ー　
バ　

ー　
部　
門　
に　
関　
し　
て　
、　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
は　

す　
で　
に　
受　
け　
皿　
会　
社　
「　
ラ　
ン　
ド　
ロ　
ー　
バ　

ー　
・　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
」　
に　
販　
売　
店　
契　
約　
ご　
と　
事　

業　
を　
移　
管　
済　
み　
だ　
。　

一　
見　
、　
ス　
ム　
ー　
ズ　
な　
引　
き　
継　
ぎ　
に　
見　
え　

る　
が　
、　
深　
刻　
な　
問　
題　
も　
残　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

例　
え　
ば　
旧　
ロ　
ー　
バ　
ー　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
が　
96
年　
秋　

に　
始　
め　
た　
残　
価　
設　
定　
型　
ロ　
ー　
ン　
「　
ロ　
ー　
バ　

ー　
・　
ス　
マ　
ー　
ト　
・　
オ　
ー　
ナ　
ー　
シ　
ッ　
プ　
（　
Ｒ　
Ｓ　

Ｏ　
）　」　
の　
後　
処　
理　
。　
車　
両　
価　
格　
の　
50
％　
（　
導　

入　
当　
初　
）　
と　
高　
い　
残　
価　
率　
で　
利　
用　
者　
が　
急　

増　
し　
た　
が　
、　「　
中　
古　
車　
市　
場　
で　
は　
、　
ミ　
ニ　

を　
の　
ぞ　
い　
て　
二　
束　
三　
文　
の　
値　
し　
か　
つ　
か　
な　

い　
」　（　
関　
係　
者　
）　
ロ　
ー　
バ　
ー　
車　
の　
返　
却　
を　
め　

ぐ　
り　
、　
利　
用　
者　
と　
販　
売　
店　
間　
で　
査　
定　
額　
の　

ト　
ラ　
ブ　
ル　
が　
絶　
え　
な　
い　
。　
良　
心　
的　
な　
販　
売　

店　
は　
、　
１　
台　
当　
た　
り　
数　
十　
万　
円　
と　
い　
う　
査　

ミニ（写真上）以外のローバー車は、中古車になった場合、日本市場ではきわめて安い値段しかつか
ない。ミニは人気車種だが、ローバー・スマート・オーナーシップで購入していた場合、販売店に引

き取りを拒否されるという事態にもなりかねない。写真下はローバー200。
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定　
格　
差　
を　
負　
担　
し　
た　
が　
、　
資　
金　
繰　
り　
に　
行　

き　
詰　
ま　
る　
販　
売　
店　
の　
間　
で　
は　
「　
近　
隣　
の　
販　

売　
店　
と　
�　
Ｒ　
Ｓ　
Ｏ　
の　
返　
却　
を　
拒　
否　
し　
よ　
う　

か　
�　
な　
ど　
と　
話　
し　
て　
い　
る　
」　（　
一　
部　
販　
売　
店　
）　

と　
物　
騒　
な　
話　
も　
飛　
び　
交　
う　
。　
来　
年　
以　
降　
、　

「　
Ｒ　
Ｓ　
Ｏ　
車　
両　
の　
残　
価　
下　
取　
り　
を　
拒　
否　
さ　

れ　
、　
苦　
情　
の　
持　
っ　
て　
行　
き　
場　
も　
な　
い　
」　
と　

い　
う　
最　
悪　
の　
ケ　
ー　
ス　
も　
想　
定　
さ　
れ　
る　
。　

販　
売　
店　
も　
ま　
た　
、　
経　
営　
の　
存　
続　
に　
か　
か　

わ　
る　
問　
題　
が　
流　
動　
的　
な　
こ　
と　
に　
不　
満　
と　
不　

安　
を　
隠　
せ　
な　
い　
。　
一　
部　
の　
ロ　
ー　
バ　
ー　
・　
Ｂ　

Ｍ　
Ｗ　
販　
売　
店　
は　
、　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
が　
２　

月　
に　
正　
式　
表　
明　
し　
た　
「　
コ　
モ　
ン　
・　
オ　
ー　
ナ　

ー　
シ　
ッ　
プ　
デ　
ィ　
ー　
ラ　
ー　
」　（　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
、　
ロ　
ー　

バ　
ー　
、　
ミ　
ニ　
、　
Ｍ　
Ｇ　
、　
ラ　
ン　
ド　
ロ　
ー　
バ　
ー　

を　
全　
部　
扱　
う　
販　
売　
店　
）　
に　
沿　
っ　
て　
店　
舗　
や　

看　
板　
の　
改　
装　
工　
事　
を　
始　
め　
て　
し　
ま　
っ　
て　
い　

た　
。　
突　
然　
の　
路　
線　
変　
更　
に　
、　
当　
然　
な　
が　
ら　

損　
失　
補　
て　
ん　
を　
求　
め　
る　
声　
が　
あ　
が　
っ　
て　
い　

る　
が　
「　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
の　
態　
度　
は　
煮　
え　

切　
ら　
な　
い　
」　（　
関　
係　
者　
）　
と　
い　
う　
。　
つ　
い　
で　

に　
言　
え　
ば　
、　
ラ　
ン　
ド　
ロ　
ー　
バ　
ー　
・　
ジ　
ャ　
パ　

ン　
と　
の　
再　
契　
約　
も　
、　
移　
管　
を　
ス　
ム　
ー　
ズ　
に　

進　
め　
る　
た　
め　
の　
手　
続　
き　
に　
過　
ぎ　
な　
い　
。　
フ　

ォ　
ー　
ド　
の　
出　
方　
し　
だ　
い　
で　
は　
、　
や　
が　
て　
代　

理　
店　
権　
を　
取　
り　
上　
げ　
ら　
れ　
る　
可　
能　
性　
も　
充　

分　
に　
あ　
る　
。　

販　
売　
政　
策　
と　
い　
う　
意　
味　
で　
は　
、　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　

が　
発　
売　
す　
る　
新　
型　
「　
ミ　
ニ　
」　
の　
計　
画　
も　
事　

実　
上　
、　
白　
紙　
に　
戻　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
Ｂ　
Ｍ　

Ｗ　
ジ　
ャ　
パ　
ン　
と　
し　
て　
は　
、　
キ　
ャ　
ラ　
ク　
タ　
ー　

や　
販　
売　
単　
価　
が　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
と　
か　
け　
離　
れ　
て　
い　

る　
た　
め　
「　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
、　
ロ　
ー　
バ　
ー　
店　
で　
併　
売　
」　

と　
言　
い　
つ　
つ　
、　
ロ　
ー　
バ　
ー　
販　
売　
店　
を　
中　
心　

に　
販　
売　
拠　
点　
を　
募　
る　
腹　
づ　
も　
り　
だ　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
乗　
用　
車　
系　
ロ　
ー　
バ　
ー　
店　
が　
�　
消　

滅　
�　
す　
る　
こ　
と　
で　
、　
イ　
チ　
か　
ら　
販　
売　
店　
網　

を　
作　
る　
必　
要　
に　
迫　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
い　
く　
ら　

人　
気　
車　
種　
と　
は　
言　
え　
、　
専　
売　
店　
網　
を　
構　

築　
・　
維　
持　
す　
る　
だ　
け　
の　
販　
売　
台　
数　
を　
確　
実　

に　
稼　
げ　
る　
か　
と　
な　
る　
と　
話　
は　
別　
で　
、　
新　
販　

売　
網　
作　
り　
は　
難　
航　
も　
予　
想　
さ　
れ　
る　
。　

ロ　
ー　
バ　
ー　
問　
題　
に　
つ　
い　
て　
は　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
ジ　

ャ　
パ　
ン　
も　
さ　
ん　
ざ　
ん　
手　
を　
焼　
い　
て　
き　
た　
。　

数　
千　
台　
に　
も　
の　
ぼ　
る　
長　
期　
在　
庫　
を　
損　
切　
り　

し　
て　
処　
分　
し　
、　
Ｒ　
Ｓ　
Ｏ　
対　
策　
と　
し　
て　
金　
融　

子　
会　
社　
経　
由　
で　
販　
売　
店　
に　
低　
利　
融　
資　
し　
、　

Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
に　
比　
べ　
て　
格　
段　
に　
故　
障　
が　
多　
い　
ロ　

ー　
バ　
ー　
の　
新　
車　
保　
証　
を　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
と　
同　
水　
準　

に　
引　
き　
上　
げ　
た　
り　
し　
て　
き　
た　
。　
し　
か　
し　
、　

こ　
う　
し　
た　
施　
策　
を　
打　
て　
た　
の　
も　
、　
日　
本　
市　

場　
で　
稼　
い　
だ　
資　
金　
が　
あ　
っ　
て　
こ　
そ　
。　
親　
会　

社　
の　
都　
合　
と　
は　
言　
え　
、　�　
用　
済　
み　
�　
の　
販　
売　

店　
や　
消　
費　
者　
を　
簡　
単　
に　
見　
放　
す　
よ　
う　
で　

は　
、　
名　
門　
Ｂ　
Ｍ　
Ｗ　
の　
看　
板　
が　
泣　
く　
と　
い　
う　

も　
の　
だ　
。　

（　
メ　
デ　
ィ　
ア　
ク　
ラ　
ッ　
シ　
ュ　
）　

チャイルドシートのブームは去ったのか？

義務化から４カ月たったチャイルドシートに関
して、“売れていない”という声があちこちから聞
こえてくる。問題となっているミスユース問題に
対しても有効な手は打たれていないようだ。“子供
の命を守る”ために義務化されたはずのチャイル
ドシートに、いま何が起きているのだろうか？

カーショップやデパートなどをのぞいてみると、
たしかに閑散としている。デパートでも他の売り
場であればすぐにも販売員がついてくるのだが。
チャイルドシートを売るのは、そんなにもがむず
かしいものなのだろうか。

外国製のチャイルドシートを輸入販売している
メーカーはいう。「ゴールデンウィークまでの販売
は好調でしたが、いま現在は売り上げは止まって
いる状態です。どこのメーカーも在庫があまって
いる状態でしょう」。また別のメーカーは「（売れ
るのは）まだまだこれから先のこと」と予測して
いる。

一方、ミスユース問題を第一義的に防ぐことが
できるはずの取り付け指導についてはどうだろう
か。

こちらは「説明書で充分」というそっけない答
えから「（指導を）徹底している」というメーカー
ま で さ ま ざ ま
だ。ただ全体と
して、取り付け
指導は直接売り
上げにつながる
わけではなく、
不熱心なメーカ
ーの様子がうか
がえた。

ひところに比
べて、メディア
で扱われるチャ
イルドシートの
情報量も減って
いる。こんな時
こそ、“子供”の
命を守るという
原点にたち返る
ことが必要なは

まだまだ不況の昨今、買い控えたくな
る気持ちもわかるが、何よりも子供の
命の大切さを考えてほしいものだ。

ＢＭＷ（左）がローバー（右）についてケア

するか、あるいはまったくバッサリ切り捨て
るかで、販売店やオーナーの事情もかなり変
わってくる。
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軸X
１　
９　
９　
９　
年　
度　
の　
リ　
コ　
ー　
ル　
（　
不　
具　
合　

の　
回　
収　
・　
無　
償　
修　
理　
）　
届　
出　
件　
数　
が　
前　
年　

度　
比　
42
％　
増　
の　
１　
３　
２　
件　
と　
な　
り　
、　
事　
実　

上　
過　
去　
最　
悪　
の　
記　
録　
を　
更　
新　
し　
た　
こ　
と　
が　

運　
輸　
省　
の　
ま　
と　
め　
で　
明　
ら　
か　
に　
な　
っ　
た　
。　

リ　
コ　
ー　
ル　
届　
出　
件　
数　
が　
急　
増　
し　
て　
い　
る　
大　

き　
な　
原　
因　
は　
、　
自　
動　
車　
の　
開　
発　
サ　
イ　
ク　
ル　

が　
短　
く　
な　
る　
の　
に　
と　
も　
な　
い　
、　
社　
内　
で　
の　

チ　
ェ　
ッ　
ク　
体　
制　
が　
ゆ　
る　
ん　
で　
い　
る　
と　
み　
ら　

れ　
て　
お　
り　
、　
あ　
ら　
た　
め　
て　
、　
自　
動　
車　
メ　
ー　

カ　
ー　
の　
ク　
ル　
マ　
作　
り　
に　
対　
す　
る　
姿　
勢　
が　
問　

わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
の　
最　
悪　
の　
数　
字　
は　
、　
リ　
コ　
ー　

ル　
の　
統　
計　
が　
始　
ま　
っ　
た　
69
年　
度　
の　
１　
６　
５　

件　
だ　
が　
、　
こ　
れ　
は　
累　
積　
し　
て　
い　
た　
届　
け　
出　

が　
集　
中　
し　
た　
だ　
け　
に　
す　
ぎ　
な　
い　
。　
今　
回　
発　

表　
さ　
れ　
た　
１　
３　
２　
件　
と　
い　
う　
数　
字　
は　
事　
実　

上　
の　
史　
上　
最　
悪　
の　
結　
果　

で　
あ　
る　
。　
し　
か　
も　
、　

（　
昨　
年　
度　
に　
）　
史　
上　
最　

悪　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
た　
数　

字　
よ　
り　
も　
39
件　
も　
増　

え　
、　
最　
悪　
の　
記　
録　
を　
あ　

っ　
さ　
り　
塗　
り　
替　
え　
た　
と　

い　
う　
オ　
マ　
ケ　
付　
き　
だ　
。　

さ　
ら　
に　
、　
１　
３　
２　
件　

と　
い　
う　
数　
字　
を　
く　
わ　
し　
く　
分　
析　
し　
よ　
う　
。　

こ　
の　
う　
ち　
国　
産　
車　
に　
関　
す　
る　
も　
の　
が　
58

件　
、　
対　
象　
台　
数　
が　
１　
６　
２　
万　
台　
。　
輸　
入　
車　

に　
関　
し　
て　
は　
74
件　
、　
同　
26
万　
台　
と　
な　
っ　
て　

い　
る　
。　
件　
数　
で　
は　
、　
輸　
入　
車　
の　
ほ　
う　
が　
が　

多　
い　
が　
、　
昨　
年　
度　
と　
比　
べ　
る　
と　
全　
リ　
コ　
ー　

ル　
に　
占　
め　
る　
国　
産　
車　
の　
比　
率　
が　
高　
く　
な　
っ　

て　
い　
る　
の　
だ　
。　

現　
在　
、　
日　
本　
の　
各　
自　
動　
車　
メ　
ー　
カ　
ー　
で　

は　
、　
市　
場　
の　
動　
向　
を　
敏　
感　
に　
反　
映　
す　
る　
と　

い　
う　
タ　
テ　
マ　
エ　
が　
ま　
か　
り　
通　
り　
、　
新　
車　
の　

開　
発　
に　
か　
け　
る　
期　
間　
が　
短　
く　
な　
る　
一　
方　

だ　
。　
だ　
が　
、　
リ　
コ　
ー　
ル　
が　
発　
生　
す　
る　
原　
因　

の　
６　
割　
が　
�　
設　
計　
�　
に　
あ　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　

を　
考　
え　
る　
と　
、　た　
だ　
短　
く　
し　
た　
だ　
け　
で　
は　
、　

た　
ん　
な　
る　
�　
粗　
製　
乱　
造　
�　
で　
ク　
ル　
マ　
を　
生　

産　
し　
て　
い　
る　
と　
言　
わ　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
。　

ま　
た　
リ　
コ　
ー　
ル　
急　
増　
の　
別　
の　
背　
景　
と　
し　

て　
、　
富　
士　
重　
工　
業　
の　
リ　
コ　
ー　
ル　
隠　
し　
や　
ダ　

イ　
ハ　
ツ　
工　
業　
へ　
の　
リ　
コ　
ー　
ル　
勧　
告　
な　
ど　
の　

ケ　
ー　
ス　
に　
示　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
、　
運　
輸　
省　
が　

隠　
す　
よ　
り　
は　
情　
報　
公　
開　
す　
べ　
き　

だ　
が　
本　
来　
な　
ら　
正　
し　
い　
設　
計　
が　

優　
先　
さ　
れ　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　

件
数　
で　
い　
え　
ば　
1  
3  
2  
件　
と　
急
増　
し　

対
象　
の　
台
数　
も　
1  
8  
7  
万
台　
に　
も　
な　
っ　
た　

昨
年
度　
の　
リ　
コ　
ー　
ル　
件
数　
が　

史
上
最
悪
を　
更
新　
し　
た　
理
由

リコール・改善対策情報（6月8日～7月10日）

GF-LT56、GF-LT56A

平成11年3月24日～平成12年4月5日に製作されたもの。

原動機の冷却水ポンプ等の補機類を駆動

するベルトの張り具合を調整するアイドラプーリー（ベルトの

張力調整用滑車）の強度が不足しているため、そのままの状態

で使用を続けると、当該プーリーが破損し、冷却水ポンプ等の

駆動ベルトが滑り、最悪の場合、冷却水ポンプが作動せずオー

バーヒートに至るおそれがあるとともに、パワーステアリング

の機能が損なわれ、ハンドルが重くなるおそれがある。

全車両、当該プーリーを対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

ランドローバー・ディスカバリーV 8 i

問い合わせ �0120-185568（ローバーコール）

改善内容

ビー・エム・ダブリュー（6月22日）リコール

アイドラプーリー

基準不適合発生箇所

GF-220065、GF-220070、GF-220075、GF-220175、GF-215375

平成12年3月9日～平成12年5月12日に輸入されたもの。

車室内の空気調整装置の風量等を調整するファン・コントロ

ールユニット内の電気回路に一部不適切なも

のがあるため、ユニット内部が異常過熱するものがあり、最悪の場

合、当該ユニットに接続するコネクターが溶損し、ブロア・ファン

が作動しなくなり、デフロスタの機能が損なわれるおそれがある。

全車両、当該ファン・コントロールユニットを対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

メルセデスベンツS 3 2 0、S 4 3 0、S 5 0 0、S 5 0 0 L、C L 5 0 0

問い合わせ �0120-190610

改善内容

ダイムラー・クライスラー日本（6月27日）リコール

不具合発生箇所

改善箇所説明図

コネクタ部

A/Cブロアファン・コントロールユニット

G H - L 7 0 0 S、G H - L 7 1 0 S、G H - L 7 5 0 S、G H - L 7 6 0 S、G H - L 8 0 0 S、

GH-L810S、GH-L900S、GH-L910S

平成1 1年1 0月3 0日～平成1 2年5月1 7日に製作されたもの。

原動機用電子制御装置の電気配線の取り回

しが不適切なため、燃料蒸発ガス制御弁を固定する金具と接触す

るものがあり、そのままの状態で使用を続けると、当該電気配線

の被覆が損傷して短絡し、最悪の場合、原動機が停止するおそれ

がある。

全車両、当該電気配線にバンドクリップを追加して電気

配線の取り回しを変更するとともに、保護チューブを取り付ける。

また、電気配線の被覆が損傷しているものは修正する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

ダイハツ・ミラ、ネイキッド、オプティ、ムーヴ

問い合わせ �0070-800-874-040

改善内容

ダイハツ工業（7月5日）リコール

改善箇所説明図

基準不適合発生箇所

保護チューブ
追加

ハンドクリップ
追加

改善後

リコール件数の急増に業を煮やした運輸
省はついに動き出した。

G F - G F 8 P、G F - G F E P、G F - G F E R、G F - G W 8 W、G F - G W E W、

G F - G W E R、G F - G F 8 P F、G F - G F E P F、G F - G F E R F、G F - G W 8 W F、

GF-GWERF、GF-GWEWF

平成9年6月24日～平成10年6月17日に製作されたもの。

原動機において、タイミングベルトの張力を

維持する部品（オートテンショナー）に振動吸収性能が不十分な

ものがあるため、そのままの状態で使用を続けると、当該オート

テンショナーの外部ばねが折損してタイミングベルトが緩み、最

悪の場合、原動機が停止するおそれがある。

車両、当該オートテンショナーを確認し、該当するもの

は対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

改善内容

マツダ・カペラ、カペラワゴン、フォード・テルスター、テルスターワゴン

問い合わせ �0120-386919

マツダ（6月29日）リコール

外部ばね
タイミングベルト

オートテンショナー

E - E B 2 3 5、G F - F B 2 3 5、G F - E B 2 0 5、G F - E B 2 3 5 R、

GF-DB205、GF-DB235

平成10年7月14日～平成11年10月10日に輸入されたもの。

�原動機のブローバイガス還元装置において、P C V

バルブ（ブローバイガス流量を

調整するバルブ）の材質が不適切なため、そのまま

の状態で使用を続けると、当該バルブが作動しなく

なり、ブローバイガス還元装置が機能しなくなるお

それがある。

�ターボチャージャー（過給機）の冷却水配管継手

に不適切なものがあるため、そのままの状態で使用

を続けると、タービンシャフトの冷却が不足し、最

悪の場合、オイルシールが破損して潤滑油が排気管

に流出するおそれがある。

�過給機の圧力を制御するソレノイドのバキューム

ホースの材質が不適切なため、そのままの状態で使

用を続けると、当該ホースに熱劣化による亀裂が生

じて負圧が漏れ、空燃費のバランスがくずれ、最悪

の場合、原動機の燃焼状態が不安定となり、有害な

排出ガスが増加するおそれがある。

�全車両、当該PCVバルブを良品と交換する。

�全車両、当該冷却水配管継手を良品と交

換する。なお、ターボチャージャーのオイルシール

が破損しているものは、ターボチャージャーユニッ

トを交換する。

�車両、当該ホースを対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

問い合わせ �0120-355587

改善内容

ヤナセ（7月4日）リコール

サーブ9 - 5、9 - 5エアロ、9 - 3、9 - 3ヴィゲン

③基準不適合発生箇所

ホース

�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所

PCVバルブ

�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所�基準不適合発生箇所

冷却水配管継手

改善箇所説明図

識別：右エンジンマウントに黄色の識別ペイントを塗布する

基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所基準不適合発生箇所

改善箇所説明図改善箇所説明図
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ある加害者の苦しみの尽きない日常

わが国の交通事故による死亡者数は、
年間1万人あまり。けっして少なくない
この数字は、だれもが被害者になりう
ると同時に、また加害者にもなりうる
ことを意味している。だが現実には、
死亡事故の当事者、なかでも“加害”
者のその後が語られることはあまりな
い。しかしそれもまた交通社会の一断
面である。とある加害者の例をレポー
トしてみたいと思う。

クルマでの配達を職業としていたＡ
は2 0歳代の後半の青年。およそ２年前
のある雨の夜、前方への注意がとぎれ
たほんのわずかの間に、あやまって小
学生をはねる交通事故を起こしてしま
った。被害者は“即死”。この事件を境
にして、ＡとＡをとりまく人々の生活
は一変した。Ａが業務上過失致死の罪
で起訴されたのはもちろんだが、勤務
中の事故であったにもかかわらず、勤
めていた会社は、何ひとつ手をさしの
べることなくＡを解雇した。

その後Ａは、どんなに力をつくして
も新しい職につくことはできなかった。
就職の面接を受けても、人事担当者の
調べで、死亡事故の加害者であること
が簡単に知られてしまう。いっぽう、
近所でも「人を死なせた」というウワ

サがまたたく間に広がって、Aだけで
なく、家族までもが周囲に後ろ指をさ
される状況となってしまった。

しかもＡ自身が無職のため収入はな
く、被害者への保証金も満足に払うこ
とができない。そうした経済的な負担
も、肩身も狭く暮らす家族の上にのし
かかっていく。Ａの明朗で快活だった
性格もすっかり変わり、人を信じず、
自分が生きていることすら憎むように
なっていった。つぐなおうにもその術
すら見つからない。被害者だけでなく、
自らの家族すら深く傷つけ
てしまった自分に耐えきれ
ず、いつしかＡは家を出た。

やがてＡは、ストレスか
ら逃れる現実逃避として、
覚せい剤に手を出すように
なった。未だ自分の帰るべ
き居場所を見いだせないＡ
はすっかり中毒に陥り、夜
の街をふらつく日常を送っ
ている……。

交通事故による死亡事件
そのものは、毎日のよう
に流れるありふれたニュ
ースにすぎないかもしれ
ない。だが、当事者とそ

の周辺の人々は、自分の人生と引きか
えてもつぐなえないほどの苦しみと傷
を負う。交通事故が、ほかの犯罪と違
う点は、けっして故意に加害者となる
わけではなく、ちょっとした不注意や
不運でクルマを凶器へ変えてしまうこ
とだ。およそクルマを運転しているか
ぎり、すべてのドライバーは、瞬時に

“殺人者”となりうる危険性をはらんで
いる。この現実を、我われはもっとげ
んしゅくに受けとめなくてはならない。

（Ｓ）

メ　
ー　
カ　
ー　
へ　
の　
立　
ち　
入　
り　
検　
査　
を　
強　
化　
し　

て　
い　
る　
こ　
と　
も　
あ　
る　
。　
そ　
の　
背　
景　
に　
は　
、　

運　
輸　
省　
が　
「　
不　
良　
箇　
所　
な　
ど　
を　
隠　
さ　
ず　
、　

リ　
コ　
ー　
ル　
を　
届　
け　
る　
メ　
ー　
カ　
ー　
に　
は　
無　
理　

な　
注　
文　
は　
し　
な　
い　
」　
と　
い　
う　
方　
針　
を　
出　
し　

て　
い　
る　
こ　
と　
が　
あ　
る　
と　
い　
わ　
れ　
る　
。　

た　
だ　
、　
メ　
ー　
カ　
ー　
が　
リ　
コ　
ー　
ル　
の　
届　
け　

出　
に　
い　
く　
ら　
積　
極　
的　
に　
な　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　

で　
、　
リ　
コ　
ー　
ル　
自　
体　
は　
ド　
ラ　
イ　
バ　
ー　
に　
危　

害　
を　
及　
ぼ　
す　
可　
能　
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の　
あ　
る　
欠　
陥　
で　
あ　

り　
、　
け　
っ　
し　
て　
ほ　
め　
ら　
れ　
た　
も　
の　
で　
は　
な　

い　
。　
届　
け　
る　
よ　
り　
も　
、　
リ　
コ　
ー　
ル　
の　
必　
要　

の　
な　
い　
ク　
ル　
マ　
を　
設　
計　
・　
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す　
る　
こ　
と　

の　
ほ　
う　
が　
、　
は　
る　
か　
に　
重　
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な　
の　
だ　
。　

運　
輸　
省　
で　
は　
、　
リ　
コ　
ー　
ル　
急　
増　
に　
対　
応　

し　
て　
、　
原　
因　
を　
調　
査　
す　
る　
検　
討　
会　
を　
発　
足　

さ　
せ　
る　
方　
針　
だ　
。　（　

メ　
デ　
ィ　
ア　
ク　
ラ　
ッ　
シ　
ュ　
）　

GH-TA1、GH-TA2、GH-TA3、GH-TA4

平成11年8月26日～平成12年3月27日に製作されたもの。

�運転者席用の座席ベルト装着警報装置及び

エアバッグ警報装置において、座席ベルトバックル内の警報スイッ

チに加工不良のものがあるため、座席ベルトを正しく装着した場合

にあっても警報が解除されないおそれがある。

�助手席用のエアバッグ警報装置において、座席ベルトバックル内

の警報スイッチに加工不良のものがあるため、座席ベルトを正しく

装着した場合にあっても警報が解除されないおそれがある。

改善内容全車両、当該イージーエントリーシステムのロ

ック機構を対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

ホンダ・アヴァンシア

問い合わせ �0120-112010

改善内容

本田技研工業（6月9日）リコール

基準不適合発生箇所

改善箇所説明図

シートベルト
バックル

識別：運転席の右側シートスライドレー
ル内側に白色ペイントを塗布する

内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�

内部構造
�警報スイッチ�

GF-UA4、GF-UA5

平成11年11月12日～平成12年5月31日に製作されたもの。

�運転者席用の座席ベルト装着警報装置及

びエアバッグ警報装置において、座席ベルトバックル内の警報ス

イッチに加工不良のものがあるため、座席ベルトを正しく装着し

た場合にあっても警報が解除されないおそれがある。

�助手席用のエアバッグ警報装置において、座席ベルトバックル

内の警報スイッチに加工不良のものがあるため、座席ベルトを正

しく装着した場合にあっても警報が解除されないおそれがある。

全車両、運転者席用及び助手席用の座席ベルトバックル

を良品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

ホンダ・インスパイア、セイバー

問い合わせ �0120-112010（本田技研工業）

改善内容

ホンダ・オブ・アメリカ（6月9日）リコール

シートベルト
バックル

基準不適合発生箇所

識別：運転席の右側シートスライドレ
ール内側に白色ペイントを塗布する

内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�
内部構造
�警報スイッチ�

E-1FASP52、E-1FASP57、E-1FANP54

平成7年8月1 6日～平成8年9月 1 6日に製作され

たもの。

燃料タンク内にある燃料ポンプ

と燃料ホースのクランプのかしめ部の位置が不適切

なため、このままの状態で使用を続けると、走行時

の振動により当該かしめ部と燃料ポンプの電気配線

が干渉し、電気配線が損傷して短絡し、原動機が停

止するおそれがある。

全車両、燃料タンク内の燃料ポンプ部一式

を対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

フォード・トーラス、トーラスS H O

問い合わせ �0120-125175

改善内容

フォード・ジャパン・リミテッド（6月8日）リコール

燃料タンク

燃料タンクシールド

改善箇所説明図

基準不適合発生箇所

燃料ポンプ部一式

バキュームホース

GD-TT1、GD-TT2、GD-TV1、GD-TV2

平成11年1月20日～平成11年10月4日に製作されたもの。

ブレーキパイプの取り回しに不適切なものがある

ため、ブレーキパイプが車体に接触するものがあり、そのままの状態で

使用を続けると、ブレーキパイプ表面のメッキが剥がれ、最悪の場合、

当該ブレーキパイプが腐蝕するおそれがある。

全車両点検し、当該ブレーキパイプと車体の隙間が少ないもの

は修正するとともに、ブレーキパイプに接触痕のあるものは良品と交換

する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

スバル・サンバー

問い合わせ �0120-052215

改善内容

富士重工業（6月20日）リコール

基準不適合発生箇所

車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体

ブレーキパイプ

車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体車体

ブレーキパイプ

E-XD180、E-XD202、E-XD180W、

E-XD180K

平成7年8月1 8日～平成9年9月 2 2日に輸入さ

れたもの。

制動装置のブレーキ倍力装置

において、バキュームホースを接続するコネクタの

強度が不適切なため、そのままの状態で使用を続け

ると、当該コネクターに亀裂が発生し、最悪の場合、

負圧が漏れて制動力が低下するおそれがある。

全車両、当該コネクターを対策品と交換

する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

オペル・アストラ、アストラワゴン、アストラカブリオ

改善内容

ヤナセ（6月8日）リコール

ブレーキ液タンク

ブレーキ倍力装置

識別：バキュームホースに2
箇所白ペイント塗布

コネクタ

基準不適合発生箇所

改善箇所説明図

問い合わせ �0120-355587

わざと死亡事故を起こす人間はいないはずだが、同時にだれ
もが加害者になる可能性を持っている。こころしてハンドル
を握るべきだろう。

GF-XG120

平成1 0年8月1 9日～平成 1 1年9月3日に輸入

されたもの。

原動機の発電機に取付けられ

ている整流器の半導体の耐熱性が不足しているた

め、そのままの状態で使用を続けると、当該半導

体が損傷して充電警告灯が点灯し、バッテリーが

充電されなくなり、最悪の場合、原動機が停止す

るおそれがある。

全車両、当該整流器を対策品と交換する。

原因＆不具合の内容

形式

対象車

オペル・ヴィータ

問い合わせ �0120-355587

改善内容

ヤナセ（6月8日）改善対策

改善箇所説明図

原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機原動機

整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器整流器

発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器発電器

基準不適合発生箇所

始動装置

識別：バキュームホース
に2箇所白ペイント塗布

改善箇所説明図

改善箇所説明図
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